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冬
は
空
気
が
澄
ん
で
い
る
の
で
、天
体
観
測
に
は
う
っ
て
つ
け
の
季
節
。

で
も
、道
具
や
防
寒
な
ど
準
備
が
大
変
そ
う
…
と
思
う
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
お
す
す
め
し
た
い
の
が
天
文
台
で
す
。日
本
各
地
に
あ
る
天
文
台
で
は
、

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
解
説
付
き
の
天
体
観
測
イ
ベ
ン
ト
や
、雨
の
日
で
も
楽
し
い
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど
、

気
軽
に
星
と
宇
宙
を
楽
し
め
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
天
文
台
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、そ
の
楽
し
み
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

星
と
宇
宙
を
楽
し
む
天
文
台
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山
や ま お か

岡 均
ひとし

国立天文台 天文情報センター長

愛媛県出身。星好きが高じて天文学の道へ。九州
大学で教鞭をとり、2016年4月から国立天文台 
天文情報センター広報室へ。「『新しい宇宙の姿』
をお手元に」というコンセプトのもと、研究成果や
天文に関する話題を届けるため、webサイトでの
リリースやSNSでの発信を行なう。

(c)藤井龍二

天
文
台
を
知
る

宇
宙
と
私
た
ち
を
繋
ぐ
場
所

天
文
学
は
最
古
の
学
問

大
き
な
望
遠
鏡
で

天
体
観
測
！

天
文
台
は

“
人
”も
魅
力
的
！

天
文
台
の

個
性
を
楽
し
む
！

天
文
台
の
大
き
な
目
的
は「
天
体

を
観
測
し
、性
質
や
成
り
立
ち
な
ど

を
調
べ
、研
究
す
る
こ
と
」
で
す
。

元
々
は
観
測
所
と
し
て
設
置
さ
れ
た

施
設
で
す
が
、1
9
8
0
年
代
か
ら

一
般
市
民
が
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
る

「
公
開
天
文
台
」
が
全
国
に
続
々
と

誕
生
し
ま
し
た
。公
開
天
文
台
で
は
、

観
測
・
研
究
の
他
に「
天
文
学
や
宇

宙
の
魅
力
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

天
文
台
は
天
文
学
を
扱
っ
て
い
ま
す
。

何
千
年
も
前
に
暦
を
作
る
た
め
に

太
陽
や
月
の
動
き
を
観
測
し
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
た
め
、天
文
学
は
最
古

の
学
問
の
ひ
と
つ
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。日
本
で
も
暦
や
地
図
を
作
る

た
め
の
研
究
が
行
な
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
、
江
戸
幕
府
が

こ
と
」を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
、展
示
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
な
ど

の
コ
ン
テ
ン
ツ
が
充
実
し
て
い
る
の

で
す
。
星
に
行
っ
て
調
べ
る
こ
と
は

簡
単
で
は
な
い
。で
も
地
球
か
ら
観
察

す
る
こ
と
で
、星
で
何
が
起
き
て
い
る

か
わ
か
る
面
白
さ
が
あ
り
ま
す
。

天
文
台
で
研
究
し
て
わ
か
っ
た
、

〝
私
達
が
住
む
世
界
の
こ
と
〟が
少
し

で
も
伝
わ
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

「
天
文
方
」
に
任
命
し
た
渋し

ぶ
か
わ
は
る
み

川
春
海

が
自
宅
に
設
置
し
た
観
測
所
が
天

文
台
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
戦
後
ま
も
な
く
、
各
地
に

天
文
台
が
続
々
と
設
置
さ
れ
、現
在

は
世
界
で
も
珍
し
く
、
国
内
に

3
0
0
を
超
え
る
天
文
台
を
有
し
て

い
ま
す
。

「
天
文
台
」
と
い
う
名
前
は
知
っ
て
い
る
け
れ
ど
、

ど
ん
な
施
設
な
の
か
は
あ
ま
り
わ
か
ら
な
い
…
と
い
う
方
の
た
め
、

今
回
は
国
立
天
文
台
天
文
情
報
セ
ン
タ
ー
の
山や

ま
お
か岡

均ひ
と
し

さ
ん
か
ら

天
文
台
の
基
礎
知
識
と
楽
し
み
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

公
開
天
文
台
の
最
大
の
魅
力
は
、

大
型
の
望
遠
鏡
を
使
っ
た
天
体
観

測
で
す
。望
遠
鏡
を
覗
い
て
自
分

の
目
で
見
る
天
体
は
、写
真
と
は

違
っ
た
臨
場
感
を
味
わ
え
ま
す
。季

節
や
時
間
に
よ
っ
て
見
え
る
天
体

が
違
う
た
め
、天
体
観
望
会
の
有
無

や
内
容
の
下
調
べ
を
お
忘
れ
な
く
。

ポ
イ
ン
ト 

1

ポ
イ
ン
ト 

2

ポ
イ
ン
ト 

3

天
文
台
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
星

好
き
な
方
、天
文
学
を
学
ん
で
き

た
方
な
ど
背
景
は
様
々
で
、そ
れ

ぞ
れ
得
意
な
分
野
が
異
な
り
ま

す
。伝
え
る
人
の
個
性
が
感
じ
ら

れ
る
の
で
、気
軽
に
話
し
か
け
て

み
て
く
だ
さ
い
。

天
文
台
は
個
性
豊
か
で
す
。観

望
会
や
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
内
容

な
ど
、皆
さ
ん
に
宇
宙
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
工
夫
が
様
々
な
形

で
表
れ
て
い
ま
す
。た
く
さ
ん
の

天
文
台
に
行
っ
て
、違
い
や
個
性

を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
。ま
た
、

地
域
や
環
境
に
よ
っ
て
見
え
る
星

座
や
角
度
の
違
い
を
楽
し
む
の
も

お
す
す
め
で
す
。

❶仙台市天文台の「ひとみ望遠鏡」。口径1.3mの望遠鏡
は迫力満点です。　❷仙台市天文台では、旧天文台で使
用していたプラネタリウム投映機、望遠鏡も展示されてお
り、歴史を感じます。　❸じっくり楽しむなら展示が充実し
た天文台へ。天文学習にも利用されています。(仙台市天
文台)　❹江戸時代、天体観測に使用していた天球儀(左)、
渾天儀(こんてんぎ)(右)。(仙台市天文台)　❺日本最大
の公開望遠鏡は兵庫県の西はりま天文台の「なゆた望遠
鏡(口径2m)」。　❻仙台市天文台のボランティアスタッフ
による天体観望会。この日はタイミング良く、「すばる」を
観測。❼もっと知りたい！という方は、トークイベントもおす
すめです。(仙台市天文台 土佐名誉台長によるトワイライ
トサロン)

山岡さんに聞く
天文台の
おすすめ
ポイント
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【
仙
台
市
天
文
台
】

市
民
の
た
め
の

天
文
台
を
目
指
し
て

東
北
最
大
級
の

望
遠
鏡
で
天
体
観
望

天
文
台
体
験
レ
ポ
ー
ト

宇
宙
が
ぐ
っ
と
近
く
な
る
場
所展

示
室
の
充
実
度
、

1
2
0
%
！

個
性
が
光
る

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

市
民
の
た
め
の
天
文
台
と
し
て
、

市
民
が
集
う〝
宇
宙
の
広
場
〟を
目
指

し
て
い
る
こ
の
天
文
台
で
は
、プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム・
展
示
室
・
望
遠
鏡
の
3
つ

の
体
験
エ
リ
ア
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

一
年
を
通
し
て
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
、

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

開
催
さ
れ
て
い
る
の
が
魅
力
で
す
。

ま
た
、市
内
外
の
幼
稚
園
、小
中
学
校

の
学
習
利
用
も
多
く
、地
域
と
の
連

携
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。も
ち

ろ
ん
、天
文
科
学
に
関
す
る
資
料
収

集
な
ど
、研
究
施
設
と
し
て
の
役
割

も
果
た
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
に
あ
る「
ひ
と
み
望
遠
鏡
」

は
口
径
1
・
3
m
、東
北
最
大
級
の

望
遠
鏡
で
す
。こ
こ
で
ぜ
ひ
体
験
し

て
も
ら
い
た
い
の
が
、毎
週
土
曜
日
の

晴
れ
た
夜
に
開
催
す
る「
天
体
観
望
会
」。

観
望
会
で
は
、大
き
な
望
遠
鏡
で
旬

の
天
体
を
観
望
で
き
ま
す
。何
億
光

年
も
先
の
天
体
を
見
る
と
い
う
貴
重

な
体
験
は
天
文
台
な
ら
で
は
。ま
た
、

日
中
と
打
っ
て
変
わ
っ
て
、観
測
室
内

は
最
低
限
の
灯
り
の
み
。開
い
た
ル
ー
フ

か
ら
星
空
が
顔
を
覗
か
せ
、星
空
へ
の

没
入
感
が
高
ま
り
ま
す
。毎
日
見
て

い
る
夜
空
も
、体
験
後
は
ち
ょ
っ
と

特
別
な
も
の
に
。

「
地
球
」「
太
陽
系
」「
銀
河
系
」な
ど

分
野
別
に
エ
リ
ア
が
分
か
れ
て
お
り
、

宇
宙
に
関
す
る
基
礎
知
識
や
現
象
、

宇
宙
と
人
類
の
歴
史
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。驚
く
の
は
、そ
の

充
実
度
。実
は
天
文
分
野
の
博
物
館

と
し
て
は
、日
本
屈
指
の
広
さ
を
誇

る
展
示
室
な
の
だ
と
か
。解
説
パ
ネ
ル

や
模
型
は
も
ち
ろ
ん
、C
G
映
像
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、見
る
人
の
興
味

を
引
く
よ
う
に
様
々
な
展
示
形
態

で
学
び
の
間
口
を
広
げ
て
い
ま
す
。

決
ま
っ
た
順
路
は
無
い
た
め
、自
分
の

好
奇
心
の
赴
く
ま
ま
に
展
示
室
を
探
検

し
て
み
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

毎
月
5-

6
種
類
ほ
ど
の
番
組
が

用
意
さ
れ
て
お
り
、子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
楽
し
め
る
豊
富
な
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

が
ポ
イ
ン
ト
。
お
す
す
め
な
の
が

ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
生
解
説
付
き
プ
ロ

グ
ラ
ム
。旬
の
天
文
情
報
や
星
空
の

楽
し
み
方
を
解
説
し
て
も
ら
え
る
の

で
す
が
、
投
映
ご
と
に
担
当
者
が

異
な
る
た
め
、取
り
上
げ
る
話
題
や

雰
囲
気
の
違
い
も
楽
し
み
の
ひ
と
つ
。

1
日
中
楽
し
ん
だ
帰
り
道
、サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
で
の
休
憩
中
に
早
速
プ
チ
天
体

観
測
。空
に
対
し
て
途
端
に
親
し
み
を

感
じ
る
よ
う
に
な
り
、も
っ
と
知
り

た
い
！
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き
ま

し
た
。皆
さ
ん
も
宇
宙
を
知
る
こ
と
の

醍
醐
味
を
ぜ
ひ
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

山
岡
さ
ん
に
お
話
を
聞
い
た
ら
、早
速
天
文
台
へ
。

今
回
は
宮
城
県
に
あ
る
仙
台
市
天
文
台
を
訪
れ
ま
し
た
。

仙
台
市
中
心
エ
リ
ア
か
ら
ク
ル
マ
で
30
分
。

山
に
囲
ま
れ
た
小
高
い
丘
に
あ
る
天
文
台
で
、

宇
宙
の
神
秘
と
満
天
の
星
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

仙台市天文台
宮城県仙台市青葉区錦ケ丘9丁目29-32
TEL：022-391-1300
開館時間：9：00～17：00（土曜日は21:30まで※展示室は17:00まで）
観覧料：

【展示室】一般 610円/高校生 350円/小・中学生 250円
【プラネタリウム】(1回)一般 610円/高校生 350円/
小・中学生 250円

【天体観望会】一般・高校生 200円/小・中学生 100円
休館日：水曜日、第3火曜日(祝日の場合はその直後の平日）・
12/29～1/3
※2023年1月4日から4月28日の間は、リニューアルのため
　プラネタリウムの投映を休止します。

❶体験しながら学べる展示もある
ので、お子様とも楽しめます。　
❷2021年オープンの「そらカフェ」
では、星空をイメージした「星空フ
ロート」「ラムネ団子」などの軽食が
いただけます。　❸仙台市天文台で
撮影した天体写真を使った「スペー
スキャンディ」。もちろんラインナッ
プには、すばるも。　❹日中は望遠
鏡の案内に加えて、晴天時には日中
に見える天体を観望できます。
❺東北最大級のひとみ望遠鏡。そ
の大きさに圧倒されます。冬の観望
会に参加する際は防寒を忘れずに。　
❻大人気のプラネタリウム。2023
年春以降にリニューアルを予定して
います。

写真提供：仙台市天文台

1

45

6

23

07 January 2023 06January 2023



石川県鳳珠郡能登町上町ロ1-1(やなぎだ植物公園内)
TEL：0768-76-0101
開館時間：9：30～17：00
休館日：当面の間は毎週水曜日・木曜日（祝日の場合はその週の金曜日）、
年末年始(12月29日～1月3日）
※天体観望会、プライベートプラネタリウムは前日までに電話予約
入館料：無料  ※プラネタリウムは高校生以上 550円/小中学生 330円/幼児 無料

岩手県二戸郡一戸町女鹿新田42-21
TEL：0195-33-1211（事務所不在の場合、職員携帯に転送されます）
開館時間：18:00～22:00
休館日：平日、冬期間（11月中旬～翌年4月中旬）
※感染症拡大防止のため、当面は完全貸切の予約制となっています。
2023年度以降、開館時間、利用料金、利用内容を改定する予定です。
料金：大人 400円/小学生以下 200円

東京都三鷹市大沢2-21-1
TEL：0422-34-3600（代表）
開館時間：10:00～17:00（入館受付は16:30まで）
休館日：年末年始(12月28日～1月4日)
※定例観望会は、月2回開催（オンライン開催含む）
詳しくは、国立天文台のウェブサイトで最新情報をご確認ください。
入場料：無料

群馬県吾妻郡高山村中山6860-86
TEL：0279-70-5300 
開館時間：【冬季11月～2月】10:00～16:00（入館受付は15:30まで） 
　　　　  【夏季3月～10月】10:00～17:00（入館受付は16:30まで）
休館日：月曜日（祝日の場合は次の平日）、年末年始は12月27日～1月5日まで休館
※駐車場から天文台本館まで徒歩10～15分ほどかかりますので、時間に余裕を
もってご来館ください。※観望会は要予約。詳しくはHPをご確認ください。
入館料：大人 300円/大学生・高校生 200円/中学生以下 無料

宮崎県都城市高崎町大牟田1461-22 
TEL：0986-62-4936
開館時間：10:00～15:00、19:00～22:00 ※夜間開館は金曜日・土曜日・
祝前日のみ。ゴールデンウィーク、夏休みなど長期休み期間中は、休館日以外
昼夜毎日開館。詳しくは、ウェブサイトをご確認ください。
休館日：木曜日（祝日の場合はその前日）
入館料：中学生以上 310円/小学生 100円/未就学児 無料

沖縄県石垣市新川1024-1
TEL：0980-88-0013
開館時間：10:00～15:30(最終入館は15:00)
休館日：月曜日・火曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始（12月29日～1月3日） 
料金：【施設見学】小学生以上 100円/未就学児無料

【石垣市星空学びの部屋】一般 400円/小中学生・高校生 200円
【天体観望会】一般 500円/小中学生・高校生 300円/未就学児無料
※見学には電話予約が必要

兵庫県佐用郡佐用町西河内407-2
TEL：0790-82-3886
入場時間：9:00～21:00　天文台見学時間：9:00～18:00（北館は17:00まで）
休業日：毎月第2・4月曜日（祝日の場合は翌日）、施設休業(7月中旬に1週間、
10月中旬に3日間)、年末年始（12月28日～1月3日）
※昼間の観望会、工作教室は土日祝日、春・夏休みに開催
※5、8、12月は大きな観望会を実施予定（要問い合わせ）
入場料：無料

星の観察館 満天星では各日2組限定の天体観望会が行なわれます。
職員の方の解説を聞きながら望遠鏡で天体観測をした後、屋外に
出て星空の下で星座探し。月明かりのない日には奥能登の満天の星
と出会えます。館内には4000万個の星を映し出すプラネタリウム
があり、各日1組限定で30分間貸切り可能。好きな日・場所の星空を
リクエストできるので、思い出の日や行ってみたい場所の星空を
楽しむこともできます。

東北最古の500mm反射望遠鏡がある天文台で、プラネタリウムも
併設。近隣に建物が少ないため、国内屈指の星空環境で天体観測
を行なうことができます。新旧様々な天体観測器材のコレクション
を保有しており、希望があれば「古スコ（骨董品的望遠鏡）」を使っ
た天体観測ができる珍しい天文台でもあります。施設での天体観測
の他、天文教室や星空観察会などの出張対応も可能です。

東京都

宮崎県

沖縄県 岩手県

石川県 群馬県

兵庫県

国立天文台は、日本の天文学の中枢を担う研究機関です。三鷹キャ
ンパスは開かれた研究施設として、一般向けの公開や月に2回行
なっている学生スタッフの解説による定例観望会など、イベントも定
期的に開催しています。また、緑の多い広大な敷地には、大正時代
から昭和初期にかけて建設された施設や観測装置も多く残っており、
四季折々の風景と歴史的な建物の見学を楽しむことができます。

日本でも有数の大型望遠鏡（口径150cm）を備えた公開天文台で、
土日と祝日には天体観望会を実施しています。2階の展示室では、
リアルタイムで太陽の黒点やプロミネンス＊を観察できるほか、星の
誕生や望遠鏡の仕組みなどをわかりやすく解説しています。屋外の
モニュメントは、18世紀のインドの天体観測施設ジャンタル・マンタ
ルと古代イギリスの遺跡ストーンヘンジで、古代から続く人々の天
文への思いに触れることができます。

「日本一星空の美しい町」として知られる宮崎県都城市高崎町に
ある天文台。晴天時の日中には、太陽望遠鏡などを使って太陽観測
を行なっているほか、日中に見える星空観望会も実施。夜は学芸員
による丁寧な解説のもと、大型望遠鏡で一つひとつの星空を楽しむ
ことができる星空観望会を開催しています。また、曇天時や雨天時
にはプラネタリウムで学芸員による生解説も行なっており、こちらも
人気です。

九州・沖縄では最大の口径105cmの光学・赤外線反射式望遠鏡「むり
かぶし望遠鏡」を備える国立天文台の施設。北緯24度に位置する
ため、全部で88ある星座のうち84＊1の星座や、12月頃から6月頃は
国内ではなかなか見ることのできない南十字星を観測できます。併設
の「石垣市星空学びの部屋」では天体や星空の画像・映像コンテンツ
の見学に加え、3Dメガネで立体的な宇宙を鑑賞できる4D2U＊2の
見学も行なっています。

西はりま天文台にある口径2mの「なゆた望遠鏡」は一般に公開
されている望遠鏡としては日本最大で、世界最大級の望遠鏡です。
100億光年先の天体まで見ることができます。宿泊施設も併設され
ており時間を気にせず自由に星空探訪を楽しめるのも魅力の一つ。
専用の望遠鏡を使い太陽の活動や明るい１等星を観察できる昼間
の観望会や、天文のことを楽しく学べる工作教室も行なっています。

一戸町観光天文台国立天文台 三鷹キャンパス

群馬県立ぐんま天文台

初心者にもおすすめな天文台をピックアップしてご紹介します。
気になったところにぜひ足を運んでみてください。日本全国の天文台Pick Up! 

星の観察館 満天星たちばな天文台

石垣島天文台 兵庫県立大学西はりま天文台

＊太陽表面から立ち上がる炎状のガス体。
  紅炎とも呼ばれます。

写真提供：国立天文台

写真提供：星の観察館 満天星写真提供：たちばな天文台

写真提供：国立天文台 写真提供：一戸町観光天文台

写真提供：群馬県立ぐんま天文台

写真提供：兵庫県立大学西はりま天文台

＊1：一部が見えるものも含む　＊2：4次元デジタル宇宙
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